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Summary 

The Ministry of Education and PISA's survey showed a decline in academic ability on Japanese language 

matters. This paper summarizes examples of educational practice of information related subjects aimed 

at enhancing language activities of high school commercial education. To make the language activities 

more substantial, we found it necessary to enrich the language activity done individually, and, done on 

my own and with others. Furthermore, we were able to find the effect that new ability was exhibited for 

students who experienced the classes that aimed to enhance language activities. 
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1．はじめに 

「平成 15 年度教育課程実施状況調査 教科別分析と改

善点（中学校・国語）」1) の調査結果によると，言語事

項において，文脈に即して語句や語彙を正しく使う問題

で設定通過率1 を下回るとともに記述式の問題のうち生

徒自身の考えを述べる問題で平成 13 年度調査 2) より無

回答率が増えた結果となった．中学生国語の言語事項能

力の低下にともなって，話すこと・聞くことでは話し方

の工夫を答える問題で設定通過率を下回り，書くことは

具体的な条件を示されて書く問題，文頭や文末を指定し

                                                   
1) 設定通過率とは，学習指導要領に示された内容につい

て，標準的な時間をかけ，学習指導要領作成時に想定さ

れた学習活動が行われた場合，個々の問題ごとに正答又

て文章を書き直すといった推敲に関する問題で設定通過

率を下回った．さらに読むことでは全体の関わりで部分

を読み取る問題や，文章の内容を理解したうえで適切に

要約する問題，文章の表現に即して自分の考えや感想を

まとめる形式の問題において平成 13 年度の通過率を下回

った． 

このように平成 15 年度の調査によると我が国の生徒は

読解力が低下しており，記述式の問題の正答率が思わし

くない結果となった．OECD 加盟国の「生徒の学習到達

度調査（PISA）2003 年調査」3) の調査結果を 2000 年調

は準正答の割合の合計である通過率がどの程度になるか

ということを示した数値である． 

(pp.110-119) 

【その他】 
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査と比較するとこれらの 2 回の調査に共通に出題された

読解力問題 28 題の正答率の平均値が，我が国では 2000

年調査の 65パーセントに対して 2003年調査は 62パーセ

ントと 3 ポイント低くなっている．PISA の調査でも我が

国の生徒の読解力が低下していることを示している． 

これらの結果を受けて平成 20 年 1 月の中央教育審議会

答申 4) は，我が国の教育のこれまでの経緯を踏まえて，

学習指導要領改訂とともに教育内容に関する主な改善事

項2 を示し，その第 1 番目に言語活動の充実を挙げてい

る．さらに，平成 21 年 3 月に告示された「高等学校学習

指導要領」5) では「確かな学力」，特に「思考力・判断

力・表現力等」を育み，各教科等の目標を実現する手立

てとして，言語活動の充実について規定している．そし

て，文部科学省の「次期学習指導要領等に向けたこれま

での審議のまとめ 補足資料」6) によると言語活動につ

いて表１のような指針を示している． 

 

表１．言語活動の充実について 

言語活動の位置付け 

○習得，活用，探究のいずれの場面においても，各教科にお

ける学習活動の基盤となるのは言語の能力．豊かな心を育

むことや人間関係を形成する上でも重要． 

○平成２０年中央教育審議会答申では，思考力・判断力・表

現力を育むために各教科で必要な学習活動の例として６点

（本稿の表３）を示し，これらの学習活動の基盤となるも

のは，広い意味での言語であるとした． 

○こうした力の育成は，国語科だけでなく，すべての教科で

取り組まれるべきもの．現行学習指導要領において初めて

求められたものではなく，従前から，国語科をはじめ 各

教科等において学習活動の重要な要素として取り組まれて

きた． 

出典：文部科学省，「次期学習指導要領等に向けたこれ

までの審議のまとめ 補足資料」 (2014) p.23 

 

このように，言語活動を充実させることの重要性が平

成 21 年に公示された「高等学校学習指導要領」に引き続

き次期学習指導要領でも位置づけられている． 

 本稿は高等学校の商業教育に的を絞って論議を行う．

第 2 節は，全教科にわたった一般的な言語活動を充実さ

せるためのポイントを橋本が整理する．第 3 節は科目

「情報処理」を橋本，第 4 節は「マーケティング」を劉，

                                                   
2) 教育内容に関する主な改善事項は，（1）言語活動の

充実，（2）理数教育の充実，（3）伝統や文化に関する

教育の充実，（4）道徳教育の充実，（5）体験活動の充

第 5 節は「プログラミング」を日當が各科目で言語活動

の充実を図るための方策を示す．これらの方策をもとに

本稿研究者全員で第 6 節の考察を行い第 7 節でまとめと

今後の課題を示す． 

 

2．言語活動を充実させるためのポイント整理 

生徒の言語活動を充実させるために，授業の中で教員

から発問することや，グループを組んで生徒たちが調べ

学習を行いその内容を発表させるというようなこれまで

日常的に行われてきた授業の手法を引き続き行うだけで

は表１の指針を達成するのは難しいと考えられる．これ

までの手法のままの授業展開では生徒が身に付けるべき

言語活動能力の達成度のレベルが明確にされていないか

らである．言語活動のうち生徒自身の思考力を育むこと

に重点をおくのか，または生徒自身の表現力を身に付け

させることに重点をおくのかなどの学習指導上の観点を

明確にすることが重要である．さらに単元や授業の中の

導入，展開，まとめのどの部分に言語活動を充実させる

ための活動を取り入れるのかといった教員側からの意図

的な仕掛けが大切である．なぜなら，一コマの授業の中

で言語活動の能力を高めるための活動について表１の内

容全てを網羅することはほぼ不可能だからである．そこ

で，授業の中で言語活動を意図的に組み入れるとともに

その授業の中で生徒の言語活動を充実させることができ

たかどうかを評価する必要がある．単元ごとあるいは授

業ごとに評価基準を設け実施することによって授業の中

で意図的に言語活動を充実させることを目指した授業が

成立する．さらに，思考力を育むための発問をするのか，

または表現力を促すための発問をするのかといった教員

の確実な準備が必要である． 

生徒の思考や判断させるための方法として，福岡県教

育センター7) は表２のように整理している． 

 

 

 

 

 

実，（6）小学校段階における外国語活動，（7）社会の

変化への対応の観点から教科等を横断して改善すべき事

項の 7 項目である． 
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表２．思考・判断せるための方法例 

〇類推  類似の点を元にして，他の物事を推し測る 

〇比較  ２つ以上のものを比べあわせて，その異同につい

て考える 

〇対比  ２つのものを比べて，その相違や特性をはっきり

させる 

〇関係化 ２つ以上のものを，何らかのつながりをもたせ結

びつける 

〇分類  物事を一定の基準別に分ける 

〇照合  照らし合わせて確かめる 

〇推理  既知の事実や経験に基づいて考えをめぐらし，ま

だ知られていない事柄を推し測る 

〇分析  複雑な事柄を細かな要素に分けて，その性質や構

造等をあきらかにすること 

出典：福岡県教育センター「高等学校の授業改善につな

がる言語活動の在り方」研究紀要 185 (2013)p.13 

 

 表２のこれらの方法を一コマの授業の中で必要となる

いくつかを選び出し授業展開の中に意図的に取り入れて

生徒自身の思考が働きやすいようにすることが大切であ

るといえよう．そして文部科学省 6) は表３のように言語

活動を取り入れた学習活動の例を示している． 

 

表３．思考力・判断力・表現力を育むために各教科で必

要な学習活動の例 

①体験から感じ取ったことを表現する 

②事実を正確に理解し伝達する 

③概念・法則・意図などを解釈し，説明したり活用したりす

る 

④情報を分析・評価し，論述する 

⑤課題について，構想を立て実践し，評価・改善する 

⑥互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを発展さ

せる 

出典：文部科学省，「次期学習指導要領等に向けたこれ

までの審議のまとめ 補足資料」 (2014) p.23 

 

表３の学習活動の例から全ての科目の全ての単元で取

り組まれるべき活動であるといえる．これらの活動を授

業の中に意図的に取り入れて確実に評価することによっ

て生徒の言語に関する能力が高まると考えられる． 

 本稿は，高等学校商業の科目に関して表３にある学習

活動の例を活用した事例と提案をもとに論議したい．た

だし，商業の科目は多岐にわたるため情報関連科目群に

絞って論議をすることとする． 

 

3．科目「情報処理」での実践例 

3.1 大学における情報処理教育での学習者間の言語活

動 

 本節担当者は，大学では 3 年前期「シミュレーショ

ン」，2年後期「数理計画法」を担当している．主に企業

経営に活用できる観測されたデータを収集した後，表計

算ソフトを活用して経営を支えるデータへの集約を行う．

これらの講義の中で，推計した処理結果をどのように読

み解き意味付けを行うのかは人の手にゆだねられる．そ

のため，様々な立場からの意見交換が必要であり，それ

らの意見を集約する作業が必要となる．例えば，企業内

でひとつのプロジェクトを立ち上げようと考えた場合，

各部署からあげられる時間的制約や予算的な制約などさ

まざまな制約条件がある中で，最大限の経営的効果を生

み出さなければならない．経営方針の最終判断は人が行

うため，さまざまな観点から物事を見極める人材を育成

するとともにコミュニケーション能力に長けた人材を育

成することが必要とされる．他者とのコミュニケーショ

ンを有益なものとするためにも他者の意見を理解し，自

分の意見を筋道立てて説明できるような人材を育成でき

るよう各講義の中でグループワークやプレゼンの機会を

設けている． 

 

3.2 高等学校における言語活動を重視した情報処理教

育の一つの実践例 

高等学校学習指導要領商業の科目「情報処理」の内容

「（３）ビジネス情報の処理と分析」の単元の「エ ビ

ジネスと統計」について実践例を示す．この単元の内容

は高等学校学習指導要領解説・商業編 8) によると「統計

資料の傾向をとらえるための技法及び時系列分析の手法

を用いて需要予測を行うための技法を習得させる」とし

ている． 

そこで，本節では題材を ABC 分析による商品管理を例

とし，言語活動の充実を図る実践事例を示す．ABC 分析

とは，商品などの売上構成比をもとに，商品群を A 群，

B 群，C 群に分類し，効率的な商品管理を行うために用

いる技法である．そして ABC 分析を用いてパレート図を

作成する． 

多くの商業高校で毎年一回行われる店舗経営実習を具

体的な題材とする．前年度に同様の商品を取り扱った店

舗を選び出し，その店舗で取り扱った商品について商品

名ごとに売上高を集計する．そして集計した商品名と売
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上高を売上高の大きい順番に並べ替える．その店舗の全

売上高のうち大きい順に全体の 70%を占める商品群（A

群）を選び出す．次に 70％から 90％までの商品群（B 群）

を選び出す．最後に 90%以上の商品群（C 群）を選び出

す．売上高の大きい順に 70%を占める商品群（A 群）は

売れ筋商品であり販売管理体制をしっかりとしたものに

するべきである．その店舗の全売上高のうち 10％にしか

満たない商品群（C 群）は販売促進や撤退すべき商品か

どうかを考えなければならない．本節の事例は，A 群か

ら C 群までの各商品について，生徒たちがその年の販売

戦略を考える過程を通して言語活動の充実を図る． 

 授業時間は 2 回分を想定し，最初の 1 回目は前年度の

販売実績書をもとに ABC 分析を行う．表計算ソフトを活

用しパレート図を印刷し 2 回目の授業に備える． 

 

①本時の授業内容の説明[5 分] 

 1 時間目で作成した前年度の販売実績書による ABC 分

析によるパレート図を手元に準備する．また，この時

間に活用する現状分析ワークシート（表４）を配布す

る． 

②現状分析ワークシートを作成する[10 分] 

 言語活動を充実させるための手立てとして，店舗経営

のための現状分析ワークシートを準備し，そのシート

の項目ごとに内容を考えさせる．ワークシートの各項

目は生徒個人の意見の欄に記入させる． 

 

表４．店舗経営のための現状分析ワークシート 

現状分析ワークシート 店舗名 〇〇店 

項目 
現状分析 

（個人の意見） 

各自の意見を持

ち寄ってグルー

プで話し合う 

エリアターゲット （例）福岡市南区  

顧客ターゲット （例）子ども連れ

のお客様 

 

店舗の特徴   

消費者ニーズ   

ブランド力・ 

トレンド 

（例）ラー油ブー

ムが過ぎた後 

 

売れ筋商品   

売れ筋ではない商

品 

  

その他   

出典：福岡県教育センター「高等学校の授業改善につな

がる言語活動の在り方」研究紀要 185 (2013)p.114

を橋本が修正と加筆を行った． 

 

生徒は，前年度の店舗の販売実績をもとに作成した表

とグラフを分析し，表４の現状分析ワークシートに生

徒各自で考えて現状分析（個人の意見）の欄に記入す

る．ワークシートに記入することを通して言葉を表現

し，言語活動を行う．この時，生徒各自が考える時間

は教員が机間巡視を行いながら各生徒の進度を把握し，

その後のグループ活動へのタイミングを見極める．生

徒各自で考える時間帯にある程度時間が経過しても店

舗経営のための現状分析ワークシートの各項目がなか

なか埋まらない生徒がいることも考えられる．その場

合は，教員側から例えば「C 群について問題解決策は

ないだろうか」とか「商品を販売するというときに，

商品という『モノ』を販売すると同時に『コト』を販

売するように考えてみてはどうだろうか」などのよう

な働きかけを行うことで，ワークシートの内容をより

深く考えるきっかけを与えるようにする． 

③現状分析ワークシートを班で意見を交換する[10 分] 

生徒各自で考える時間を経たのち，生徒個人で考えた

ことをグループ内で持ち寄って意見交換を行う．他の

生徒の意見の中には生徒個人で考えた内容と異なる内

容もある．ここでは，他者の考えを聞くこと，その意

見に納得することや場合によっては反対意見も芽生え

させる体験を積む機会とする． 

④班内の意見を集約する[15 分] 

言語活動を充実させるための手立てとして，グループ

討議の手法である KJ 法を行う．付箋を用意し 1 枚の

付箋には１つの項目を記入させる．そして考えを出し

やすくするために，新たな意見も歓迎しグループ内で

付箋の数を増やすように努力させる．そして KJ 法に

より拡散した意見を収束させる作業をさせる．  

⑤今回の仕入計画書の作成[10 分] 

前年度の現状分析から見えてきた課題に対し今回の販

売戦略を考え，今回の店舗販売実習に生かすために店

舗のメンバーに対して言語と数字で確実に説得できる

ように根拠のある仕入計画書を作成するよう工夫する． 

 

これら一連の授業展開に実施する前に，教員はあらか

じめ評価基準項目を次のように設定しておく．これら評
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価基準項目は生徒たちの言語活動を充実させる目的で教

員が意図的に準備する． 

 

評価基準① 前年度の店舗での販売実績情報をもとに，

現状分析ワークシートの全ての項目につい

て正しく分析した意見が記述されている．

【思考・判断・表現】 

評価基準② 売上構成比の C 群の商品について，売れな

かった原因とそれに対する新たな提案が現

状分析ワークシートに記述されている．

【思考・判断・表現】 

評価基準③ 今回の店舗販売実習の売上目標として前年度

比数%増（例えば 10％増）を目指した A 群

から C 群までの商品の最適発注量を求め仕

入計画書を作成することができる．【思

考・判断・表現】 

 

3.3 まとめ 

この一連の指導を 2012年度公立 F商業高等学校 3年生

で実践した．その時の成果は，グループ内のメンバー一

人一人が説得力のある仕入計画を店舗の責任者に提案す

るという目標を設けることによって各生徒のモチベーシ

ョンも高く維持することができた．特にグループ内での

意見交換を行うことによって，各グループとも各生徒が

自分の考えを活発に発信することができ質の高い仕入計

画書を作成することができた．さらにこの授業は３年生

のうち選択した一部の生徒であったことから，この授業

を経験した生徒達がその年の店舗経営実習でリーダーシ

ップを発揮して，A 群の商品を店舗の前面や中央に並べ

るなど商品陳列の案を積極的に率先して提案している姿

が見られた．店舗経営実習の前年度の売上高を収集して

表計算ソフトで計算し自己で考え他者と意見交換したこ

とが，実際の店舗経営実習において新たなリーダーを生

み出すことにまで結びついたこの事例から言語活動の充

実への取り組みは授業の中だけで完結せず他の場面へ波

及する効果があることがわかった． 

 

                                                   
3) 商品属性（デザイン，操作性，携帯性など）について

の重視度を 5 段階評価で点数をつけてもらう．（1，重視

4．科目「マーケティング」での実践例 

4.1 大学におけるマーケティング教育での学習者間の

言語活動 

本節担当者は，大学では 2年後期「経営管理論」3年前

期「マーケティング論」，「情報化社会における労働と

職業倫理」，3年後期「経営戦略論」及び「人的資源管理

論」，「企業と法律」を担当している．つまり，企業の

経営管理に関する基礎知識を教えている．しかし，この

授業の担当者として，ただ基礎概念や理論の一方的な伝

授ではなく，学生の興味を誘い出すため，企業の実践例

（新聞，雑誌，インターネットの記事，テレビ番組，企

業訪問など）や数学的な方法によるデータ分析（統計分

析など）も授業に取り入れている．たとえば，「マーケ

ティング論」では，消費者ニーズの多様性を理解しても

らうために，教員はある商品を特定し，学生を調査対象

者としたその商品に関する魅力度調査3を行う．調査後，

教員がそのデータを集計した後，結果を発表する．これ

で，同じ教室にいる学生たちがある特定の商品に対する

ニーズが確認できる．さらに，顧客特性（地理的特性，

人口統計的特性，サイコグラフィック特性，行動特性）

を説明したうえで，市場の定義についてのディスカッシ

ョンを行い，市場細分化の意味と方法を検討する． 

 

4.2 高等学校における言語活動を重視したマーケティ

ング論の授業の一つの実践案 

高等学校学習指導要領商業の科目「マーケティング」

の内容「（１）現代市場とマーケティング」の単元の

「ア 現代市場の特徴とマーケティングの発展」につい

て実践例を示す．この単元の内容は高等学校学習指導要

領解説・商業編 8) によると「指導に当たっては，マーケ

ティングに関する具体的な事例を取り上げ，顧客満足の

実現を目指すマーケティングの在り方について考えさせ，

マーケティング活動に主体的，創造的に取り組むことが

できるようにすること」としている． 

本節では，「市場細分化および市場対応戦略」という

内容をめぐって，言語活動を重視した授業の取り組みを

説明する．「市場細分化」は，市場を理解するための非

しない；2，あまり重視しなし；3，どちらもいえない；

4，やや重視する；5，重視する） 
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常に重要な概念であるため，高校においての授業を 3 回

にわたって，じっくりと検討する必要があると考える． 

まず，１回目の授業の展開案を示す． 

①本時の授業内容の説明[10 分] 

デジタルカメラを事例にして，商品を構成する基本機

能・二次機能・三時機能，消費者需要の多様性，知覚構

成などの概念を理解してもらう． 

②生徒アンケートの実施[20 分] 

製品を構成する機能を担当教員によって説明した後，

デジタルカメラの商品特性に関する生徒アンケートを行

う（表５）．それぞれの得点を各自に集計してもらい，

担当教員がその結果をまとめて生徒に示す．したがって，

同じ教室にいる仲間たちのニーズの多様性が確認できる． 

 

表５．生徒アンケート（マーケティング論） 

あなたがいま，デジタルカメラを買おうとしている．以下

の商品特性を評価してください．（1，重視しない；2，あま

り重視しなし；3，どちらもいえない；4，やや重視する；5，

重視する） 

商品属性 評価得点 

1.画質  

2.携帯性  

3.価格  

4.操作性  

5.デザイン  

6.ブランド  

  

出典：劉作成． 

 

③知覚マップの作製[20 分] 

 次に，消費者の知覚構成を理解してもらうため，担当

教員が選定したデジタルカメラ 4 機種（それぞれ違うブ

ランド）を調査対象にして，生徒各自のスマートフォン

を用いて調査し，「携帯性」と「画質」という二つの水

準を 5 段階評価で生徒に点数をつけてもらう．（1．不

満；2．やや不満；3．どちらもいえない；4．やや満足；

5．満足）したがって，教員がこの評価結果にもとづいて，

4機種のカメラの「携帯性」と「画質」を示した二次元の

知覚マップ（図 1）を作成する．最後に，表 5 の各自の

「好み」をこの知覚マップに反映させて，自分の選好に

近い機種あるいはブランドを確認してもらう．しかし，

                                                   
4) 市場対応戦略には，無差別マーケティング戦略，差別

今回の調査実践例では，その対象者は同じクラスにいる

高校生であるため，しばしば，似ているような嗜好が示

されることを伝えたうえで，消費者のニーズはさまざま

であり，そのニーズに影響しうる顧客特性を説明する．

これで，１回目の授業を終わる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．知覚マップ（劉作成） 

 

 続いて，2 回目の授業の展開案を示す． 

①市場に関する説明[20 分] 

最初に，市場対応戦略4 ，市場細分化の程度，標的市

場について説明する．  

②視聴覚教材の活用とワークシートの作成[30 分] 

後半に入ると，１回目と 2 回目の授業内容にかかわる

ビデオを流す．ビデオを流した後，以下の質問に回答す

る形でワークシートを完成してもらう． 

 

１．百貨店という小売業態について，市場細分化の方法，

標的となる顧客を考える． 

２．1960 年代に創業された「百貨店 A」は，閉店寸前の

1990 年代にどのようなマーケティング戦略に転換した

のか． 

３．その戦略にもとづいて，百貨店 A はどのようにして

市場セグメンテーション（市場細分化）を行ってきた

のか． 

４．そして，具体的にどのようにしてそのマーケティン

的マーケティング戦略，集中マーケティング戦略という

3 つの類型に分類している． 

携

帯

性 

画質 

A 

・ B 

C 

D 

・ 

・ 

・ 
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グ戦略を展開してきたのか 

 

最後に，3 回目の授業の展開案を示す． 

①視聴覚教材の活用とワークシートの作成[30 分] 

まず，前回見たビデオと対象的な内容となる二本目の

ビデオを流す．また前回の授業と同じように，以下の質

問に回答する形でワークシートを完成してもらう． 

 

１．ホームセンターという小売業態について，市場細分

化の方法，標的となる顧客を考える． 

２．ホームセンターB は，どのようなマーケティング戦

略を採用しているか．具体的に，その戦略をどのよう

にして展開しているのか． 

３．ホームセンター，とくに品揃えが豊富な店で買いた

い物を探すのに大変時間がかかるが，ホームセンター

B はどのようにして解決したのか． 

４．商品の機能に精通する従業員を育てるために，ホー

ムセンターB はどのように取り組んでいるのか． 

 

②百貨店とホームセンターの比較[20 分] 

 さらに，１本目のビデオにもとづいて作成してもらっ

たワークシートを生徒に配布し，「百貨店 A」と「ホー

ムセンターB」における，市場細分化，標的設定を行う

際の共通点と相違点をまとめてもらい，両者がどのよう

な市場対応戦略を採用しているのかを考えてもらう．そ

して，「もし，あなたがビデオのような問題（あるいは

危機）に直面するならば，どう解決するか．」という発

問をして，二，三人に答えてもらう．その後，ビデオで

紹介した方法はあくまでも百貨店やホームセンター独自

の方法にすぎず，唯一の正解ではないことも生徒に伝え

る． 

 この授業での言語活動は，まず，教員が最初から最後

までビデオを流すことだけではなく，ビデオを止めなが

ら生徒に対して発問し，生徒に考えてもらい，その考え

方を教員そして周りのクラスメイトに伝える取り組みを

行うべきと考える．そして，一本目のビデオと二本目の

ビデオのなかの登場企業が市場細分化，標的設定を行う

際の共通点と相違点をまとめて，比較検討するためのワ

ークシートを活用しまとめることを通して生徒たちの意

見を整理し記述する． 

 

評価基準項目は生徒たちの言語活動を充実させる目的

で教員が意図的に準備する． 

 

評価基準① 百貨店 A とホームセンターB のワークシー

トの全ての項目について視聴覚教材をもと

に学んだ内容を分析した意見が記述されて

いる．【思考・判断・表現】 

評価基準② 視聴覚教材を活用した発問に対してマーケ

ティング戦略に基づいた生徒個人の考えを

説明できる．【関心・意欲・態度】 

 

4.3 まとめ 

 市場細分化は，マーケティング戦略を策定する際に最

初に直面する課題である．商品の利用者はどのような人

達であるか，その市場の規模がどれぐらいかは，常にマ

ーケティング戦略がうまくいくかどうかの決定要因にな

る．したがって，まったく社会経験のない高校生に対し

てこの授業を行うときに，基礎知識や理論を画像や動画，

そして教員自らの体験を伝えて，その内容を理解しても

らう必要があり，また生徒に積極的に考えてもらい，そ

れぞれの考えを言語化して，ディスカッションやプレゼ

ンテーションなどを通じて他人に伝える能力を高めると

同時に，自然にその授業内容を理解することも期待でき

る． 

 

5科目「プログラミング」での実践案 

5.1 大学におけるプログラミング教育での学習者間の

言語活動 

本節担当者が実施している本学でのプログラミング関

連科目は，1 年前期の「データ構造とアルゴリズム」(座

学，フローチャートとトレース中心)，2 年後期の「Web

アプリケーション I」(実習重視，Java Script を使用)，3

年前期の「Web アプリケーション II」(実習重視，Java 

Script と HTML5 を使用)，3 年後期の「Web アプリケー

ション III」(実習重視，PHP を使用)である．2 年次以降

に配当されている科目の受講生は，原則として 1 年次後

期と 2 年次前期に他の教員が担当するプログラミング科

目(C または Visual Basic)を受講し，アルゴリズムとプロ

グラミング言語に関しては一定程度の理解レベルに達し
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ている．しかし，プログラミング教育においては，学習

者の理解度や進度に差が出やすいので，2年後期以降の授

業では，適切なテキスト(Web サイトも含めて，自習教材

としても利用)を指定し，受講者全体に向けた説明は必要

最小限に抑えて，受講者自身のペースでテキストに沿っ

て実習させ，質問やヒントの提示などは個別対応を主と

している．また，4週ごとに進度目標と課題を提示して，

進捗状況の把握を行っている．さらに，3 年次の「Web

アプリケーション II」と「Web アプリケーション III」

は，一人分の机を自由に移動させることができる教室で

ノートパソコンを利用して授業しており，複数個の机を

併せた島をいくつか作って実習させている．これらの授

業をこの形態に変更したのは昨年度からであったが，そ

れまでの一方向を向いた机での実習よりも学習者間の相

談や教え合いが増えたと感じている．このように，プロ

グラミング教育においても，相談や教え合いがしやすい

環境を整えれば，学習者間の言語活動を促すことができ

ると思われる． 

 

5.2 高等学校における言語活動を重視したプログラミン

グ教育の一つの実践案 

ここでは，高等学校の「プログラミング教育」におけ

る基礎技能の習得レベルの確認と，相談や教え合いを通

じた言語活動を目的とした授業の実践案を示す．この実

践案の策定にあたって，「学習指導要領解説商業編」8) 

と実際に商業高等学校で利用されているテキスト 9)，さ

らには商業高校のプログラミング指導において利用され

ている検定試験問題集 10) を参考にする．また，ここで提

案する実践案は，高等学校における「プログラミング教

育」の中で「プログラミング基礎」の終了時点，または

「プログラミング応用」まで終了した時点での，1回の授

業(50 分)を想定しているが，状況に応じてはそれぞれの

実習作業に倍の時間を割り当てて 2 回の授業に分けても

良い．またこの実践案では，事前に日本語で記述された

アルゴリズムの読解やフローチャートの記述，フローチ

ャート上でのトレースとフローチャートに沿ったプログ

ラムコーディングの授業を受けて，これらプログラミン

グの基礎技能をある程度習得している事を前提としてい

る． 

以下に，この実践案の進め方(実習手順)を示す．実習手

順の後の[ ]内はその実習に要する想定時間を意味する． 

 

①グループ分け・チーム分けと授業の説明[5 分] 

学習者を 10人程度のグループに分ける．さらに，グル

ープ内を同人数(が望ましい)の2チームに分割する．こ

こで，この 2 チームを A と B で区別することにする．

このグループ分け及びチーム分けにおいて，それぞれ

のグループ内及びチーム内のプログラミング能力が同

程度になるように配慮する．また，チーム分けが終了

した時点で全員に対して，この授業の流れを説明する． 

②アルゴリズム課題の提示，フローチャートとトレース

表の作成 [20 分] 

各グループの A,B 両チームにアルゴリズムの異なる課

題をそれぞれ提示する．提示するアルゴリズムは日本

語で記述し，いくつかの入力に対する出力(入出力対

応)も併せて提示する．提示を受けたチームは日本語で

記述されたアルゴリズムを読解し，フローチャートを

作成し，フローチャート内にいくつかトレース点を設

けて，提示された入出力対応が得られることを，トレ

ース表を作成して確認する．この実習においては，ま

ずチームメンバー個々で，提示アルゴリズムの読解と

フローチャートの作成を行い，その後チーム内で相談

したり教え合ったりしてチームとしてのフローチャー

トを作成する．さらにチームとして，フローチャート

内に適切にトレース点を設定して，提示された入出力

対応の入力も含めて複数の入力を設定する．その後，

チームメンバー個々でトレース表を作成し，チーム内

で相談したり教え合ったりしてチームとしてのトレー

ス表を作成する．最後に，このフローチャートのコー

ディングに際して，必要な変数のデータ型や出力形式

などを仕様書としてまとめる．その後，作成したフロ

ーチャート，トレース表及び仕様書を同グループ内の

別チームに渡す． 

③プログラムのコーディング [15 分] 

フローチャート，トレース表及び仕様書を受け取った

チームでは，仕様書とフローチャートに沿ってプログ

ラムをコーディングし，トレース表に沿ってその動作

を確認する．この実習においては，まずチームメンバ

ー個々で，受け取ったフローチャートと仕様書に沿っ

たコーディングを行う．このとき，設定されたトレー
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ス点において指定された値が出力できるように配慮す

る．その際チーム内で相談したり教え合ったりして，

メンバー個々でトレースまで確認しておく．最後に，

メンバー個々のプログラムコードを持ち寄り，その中

で最もシンプルできれいな記述のコードをチームのプ

ログラムコードとして，フローチャートなどを渡され

たチームに戻す． 

④プログラムコードの確認と評価 [10 分] 

プログラムコードを受け取ったチーム(フローチャート

などを渡したチーム)は，そのコードが正しく動作して

いるかを，あらためて確認する．最後に，自分たちが

渡したフローチャート，トレース表及び仕様書の説明

と，受け取ったプログラムコードに対する評価(シンプ

ルさ，きれいさ)をチーム内で分担して発表する． 

 

評価基準項目は生徒たちの言語活動を充実させる目的

で教員が意図的に準備する． 

 

評価基準① 日本語で記述されたアルゴリズムと入出力

対応をもとにフローチャートが正しく問題

解決手順に向けて記述されている．またフ

ローチャートのコーディングにおいて，プ

ログラムとしてのシンプルさやきれいさに

配慮して表現されている．【思考・判断・

表現】 

評価基準② アルゴリズムを解読し，フローチャートを

作成する場面で，チーム内の生徒たちがお

互いに教え合うことにより作成することが

できる．【関心・意欲・態度】  

 

5.3 まとめ 

上述の実践案の実施に際しては，より細部に亘って吟

味する必要がある．例えば，最初に提示するアルゴリズ

ムは，指定時間内にチーム内で十分な議論を行いながら，

フローチャート化やコーディングできるように配慮する

必要がある．また，提示アルゴリズムは容易にその意図

が推定できるものを避けるべきである．アルゴリズムの

意図が推定できると，先入観による間違いも起こりやす

く，推定できた生徒とそうでない生徒との意見交換の視

点がずれることで，意見交換が進まなくなることが危惧

される．例えば，推定できなかった生徒が個々の手順の

フローチャート化について聞いているのに，推定できた

生徒は個々の手順ではなく推定できた全体の処理につい

て回答することが想定される(中には視点を合わせて回答

できる生徒もいるだろう)．プログラミング教育において

は，全体の処理に対する理解も重要ではあるが，言語活

動の活発化という観点からすれば質問者と回答者の視点

を揃える配慮も必要である．  

 

6．考察 

生徒たちの言語活動を充実させるために，授業の中で

教員が意図的に仕組みづくりを行うことが大切である．

また生徒自身の自己内での言語活動を充実させるタイミ

ングと生徒と他者との間で言語活動を充実させるタイミ

ングがありそれぞれ授業の展開の中に組み入れることが

必要である．また，教員が授業の中で生徒たちの言語活

動が本当に充実したかどうかを評価するために，授業を

実施する前に評価基準を設けておくことが望ましい． 

 特に高等学校商業教育に関して言語活動を充実させる

ためには，生徒自身に一般的な商習慣が身についている

必要があると考えられる．店舗経営実習では仕入計画書

や販売実績表だけでなく納品書や請求書など様々な書類

を生徒たちは手にする．その中で販売促進を目指すとい

う目標で店舗経営を行う場合どの書類が必要であるかを

判断する能力が備わっていなければならない．また，マ

ーケティング活動における市場細分化や標的設定などを

考える場合，その単元だけの専門知識だけではなく想定

される顧客の地理的特性，人口統計的特性，サイコグラ

フィック特性，行動特性などを理解しておく必要がある．

プログラミング教育では，敢えてアルゴリズムの内容が

推定しにくいような課題を設定して，チーム内の個々の

メンバーの視点を揃えるように配慮することで，チーム

内での活発な意見交換が見込まれる．すなわち，商業関

連科目全てが言語活動を充実させる取り組みを行ううえ

で基礎知識であり周辺知識として必要である．よって

「ビジネス基礎」を始めとして商業関連科目の全ての学

習をしっかりと学ぶ必要がある． 

また，生徒自身の生活実体験が必要であると考えられ

る．普通にスーパーマーケットやコンビニエンスストア

で商品を買う．レンタルショップで CD や DVD やブルー
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レイを借りる．逆に，アルバイトを体験して販売する側

の立場に立ってみる．インターンシップに参加する．こ

れら日常生活の営みの中にこそ自分自身で考えることと

他者との関係性を考えるきっかけが存在する．これらは

単に日常的な活動であったとしても大変重要な活動であ

る．これらの日常の活動を通してコミュニケーション能

力が向上すると考えられる． 

さらに，授業の中で言語活動の充実を図ることは，

SNS などのツールを活用し文字列だけでコミュニケーシ

ョンがとれているといった思い込みを払拭することに繋

がる．直接対面してコミュニケーションをとることの大

切さを認識することができる．そのとき，自己で考えを

まとめることとそれを他者に伝えるという順番と他者の

意見を聞いたうえで自己の考えを再考することとその順

番の繰り返しであることを認識することができる． 

 

7．むすび 

言語活動の充実のためには，生徒自身が自己内での言

語活動を行う場面と自己と他者との間で言語活動を行う

場面に分けることができ，それぞれの場面に対して教員

が意図的に言語活動を充実させるように働きかけを行う

ことが必要であることを確認することができた．そのた

めには明確な評価基準を準備することが望ましいと考え

られる． 

さらに，言語活動の充実を目指した授業を受けた生徒

が授業の中だけで完結することなく実践の場面でリーダ

ーシップを発揮するなどの副次的な教育的効果があるこ

とが分かった．このことは，あらゆる教育活動の場で言

語活動の充実を図る取り組みを行うべきであることを示

唆している． 

さて，本稿は高等学校商業教育の中でも情報処理関連

科目群に内容を絞って論議してきた．商業教育のビジネ

ス基礎を始めとして簿記会計関連科目群に関しても言語

活動の充実に向けた取り組みを考える必要がある．しか

し，言語活動の充実の取り組みが全教育活動への波及効

果があることがわかったため，可能な部分からでも言語

活動を充実させるための取り組みを始めることが肝要で

ある． 
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